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≗ ᝅⅺ↙ᐯ໱࿢ؾ↝̬μ↗ܤμ∝࣎ܤ↙↭←↔ⅾ↹↝ਖ਼ᡶ 

⥳豊かなᒣࠎやΎらかなἙᕝ➼を⫼ᬒにᗈがる豊かな自然やᬒ観は住民の㄂りであり、

未来にṧすべき㈈産です。今に生きる⚾たちには、この⣲ᬕらしい自然環境、そして地⌫

環境を次世代に引き継いでいく౑࿨があります。特に、住民ࢺ࣮ࢣࣥ࢔では、自然環境や

ᬒ観がඃれている点が町の㨩力としてあࡆられています。 

これまでも、ごみの㐺ṇฎ理やࣜࣝࢡ࢖ࢧに✚極的に取り組んできましたが、今後も豊

かな自然環境をಖ全していくとともに、地⌫ ᬮ化の㜵Ṇにつながる生活ࣝ࢖ࢱࢫのᬑ

ཬをಁ進するなど、ᚠ環ᆺまちづくりのᙧ成・☜❧に取り組んでいくᚲ要があります。 

また、全国各地で大規模⅏ᐖがⓎ生し、人ࠎのᏳ全・Ᏻ心にᑐするព㆑が一ᒙ高まる中、

本町においても、消㜵・㜵⅏体ไの一ᒙの඘実がᙉくồめられています。 

このため、自然⅏ᐖが少ないまちとしての特性を活かし、消㜵・㜵⅏・㜵≢体ไの඘実

をᅗり、自然⅏ᐖやᝏ㉁な≢⨥などから住民をᏲるᏳ全・Ᏻ心なまちづくりに取り組んで

いくᚲ要があります。 

 

≘ ̝М↖ࣛᢘ↙↭←↔ⅾ↹↝ਖ਼ᡶ 

住民ࢺ࣮ࢣࣥ࢔では、ඃඛᗘの高い㡯目として、㐨㊰のᩚഛ状況があࡆられていること

から、町の୺要施設や集ⴠ間のࢫࢭࢡ࢔向ୖをᅗる㐨㊰・஺㏻⥙をはじめ、ࢺࢡࣃࣥࢥに

㒔ᕷ機能が集✚された中心ᕷ⾤地ᙧ成や住Ꮿ・Ꮿ地基┙など、౽฼でᛌ㐺な生活基┙のᩚ

ഛがᚲ要です。 

このため、ࢺࢡࣃࣥࢥなまちとしての特性を活かすど点に❧ち、計画的なᅵ地฼⏝のも

と、㐨㊰⥙のᩚഛやබඹ஺㏻機関の඘実、住Ꮿのᩚഛ、᝟ሗ化・ᢏ⾡㠉᪂の推進など、౽

฼でᛌ㐺な生活基┙のᩚഛを進めていくᚲ要があります。 

 

≙ ᘍᝠ૎ો᪃↝ਖ਼ᡶ↗ң΁˳С↝ᄩᇌ 

地方創生の時代を迎え、自❧可能な自治体経Ⴀがồめられている中、今後一ᒙཝしさを

ቑすことがண᝿される㈈政状況において、ከ様化する住民ࢬ࣮ࢽにᑐᛂしていくために

は、住民のཧ画をᅗりながら、協ാを基本に、町全体の自❧力をᙉ化していくことがᚲ要

です。 

このため、行㈈政ᨵ㠉を今後とも✚極的に推進するとともに、活Ⓨな住民活ືやࣥࣛ࣎

活ືを一ᒙಁ進し、さらには、NPO➼の団体⫱成をᅗり、活ືを支援しながら、住࢔࢕ࢸ

民と行政との協ാ体ไの☜❧にດめ、住民と行政がඹにờをかき、▱恵をฟし合いながら、

協ാのまちづくり・地域づくりに✚極的に取り組んでいくᚲ要があります。 
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ᇹ≔ᇘ ٻஉထ↝ݩஹ΂ 
 

 ஹ΂ݩ ≕

将来像は、本町が目指す町のጼを♧すものであり、今後のまちづくりを推進する㝿の㇟

ᚩとして位⨨௜けられるものです。 

人口減少や少子高齢化➼、ཝしい♫఍環境が続く中、時代の₻流やまちづくりの୺要な

課題を㋃まえ、住民との協ാのもと、㨩力と活力にあࡩれ、住み心地のよいまちを目指し、

本計画の将来像を次のとおり定めます。 

 

 

˰↮↎ⅳ ˰↰↺ ˰⇂↖↷ⅺ→↎ 

சஹ↧ጟⅿ↭←↔ⅾ↹ 

 

 

≕ ਖ਼ᡶ⇬∞∄ 

本計画で定めた将来像の実現に向けては、⛣住・定住ᑐ策がᚲ要不可Ḟであることから、

本計画の推進࣐࣮ࢸを次のとおり定めます。 

 

ʴ↔ⅾ↹⅚ע؏↔ⅾ↹ 

 

本町のᥖࡆる将来像の実現に向け、その基┙となる「人づくり」、「地域づくり」を推進

し、中でも、１次産業をᢸう人ᮦཬࡧ団体をはじめ、⚟♴・௓ㆤࢫࣅ࣮ࢧに携ࢃる人ᮦཬ

᥀団体における後継者や᪂たなᑵ業者➼のࡧる஦業者ཬࢃ地域組織、観ග産業にかかࡧ

り㉳こしや⫱成に取り組んでいきます。 

 

序
論 

基
本
構
想
一
第
１
章 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 



19 

ᇹ≔ᇘ ٻஉထ↝ݩஹ΂ 
 

 ஹ΂ݩ ≕

将来像は、本町が目指す町のጼを♧すものであり、今後のまちづくりを推進する㝿の㇟

ᚩとして位⨨௜けられるものです。 

人口減少や少子高齢化➼、ཝしい♫఍環境が続く中、時代の₻流やまちづくりの୺要な

課題を㋃まえ、住民との協ാのもと、㨩力と活力にあࡩれ、住み心地のよいまちを目指し、

本計画の将来像を次のとおり定めます。 

 

 

˰↮↎ⅳ ˰↰↺ ˰⇂↖↷ⅺ→↎ 

சஹ↧ጟⅿ↭←↔ⅾ↹ 

 

 

≕ ਖ਼ᡶ⇬∞∄ 

本計画で定めた将来像の実現に向けては、⛣住・定住ᑐ策がᚲ要不可Ḟであることから、

本計画の推進࣐࣮ࢸを次のとおり定めます。 

 

ʴ↔ⅾ↹⅚ע؏↔ⅾ↹ 

 

本町のᥖࡆる将来像の実現に向け、その基┙となる「人づくり」、「地域づくり」を推進

し、中でも、１次産業をᢸう人ᮦཬࡧ団体をはじめ、⚟♴・௓ㆤࢫࣅ࣮ࢧに携ࢃる人ᮦཬ

᥀団体における後継者や᪂たなᑵ業者➼のࡧる஦業者ཬࢃ地域組織、観ග産業にかかࡧ

り㉳こしや⫱成に取り組んでいきます。 

 

序
論 

基
本
構
想
一
第
１
章 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 

 

 

 

 

 

 

19 

ᇹ≔ᇘ ٻஉထ↝ݩஹ΂ 
 

 ஹ΂ݩ ≕

将来像は、本町が目指す町のጼを♧すものであり、今後のまちづくりを推進する㝿の㇟

ᚩとして位⨨௜けられるものです。 

人口減少や少子高齢化➼、ཝしい♫఍環境が続く中、時代の₻流やまちづくりの୺要な

課題を㋃まえ、住民との協ാのもと、㨩力と活力にあࡩれ、住み心地のよいまちを目指し、

本計画の将来像を次のとおり定めます。 

 

 

˰↮↎ⅳ ˰↰↺ ˰⇂↖↷ⅺ→↎ 

சஹ↧ጟⅿ↭←↔ⅾ↹ 

 

 

≕ ਖ਼ᡶ⇬∞∄ 

本計画で定めた将来像の実現に向けては、⛣住・定住ᑐ策がᚲ要不可Ḟであることから、

本計画の推進࣐࣮ࢸを次のとおり定めます。 

 

ʴ↔ⅾ↹⅚ע؏↔ⅾ↹ 

 

本町のᥖࡆる将来像の実現に向け、その基┙となる「人づくり」、「地域づくり」を推進

し、中でも、１次産業をᢸう人ᮦཬࡧ団体をはじめ、⚟♴・௓ㆤࢫࣅ࣮ࢧに携ࢃる人ᮦཬ

᥀団体における後継者や᪂たなᑵ業者➼のࡧる஦業者ཬࢃ地域組織、観ග産業にかかࡧ

り㉳こしや⫱成に取り組んでいきます。 

 

序
論 

基
本
構
想
一
第
１
章 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 



20 

ᇹ≕ᇘ ʴӝ↝ᙸᡫↆ 
 

 ஹʴӝ↝ᎋⅷ૾ݩ ≕

本町の総人口は、令和２年㸲月時点で 4,875人㸦住民基本ྎᖒ㸧であり、将来に向かっ

て人口減少の傾向が続くことがண᝿されています。人口の減少は、ປാ力のపୗ、消㈝㟂

要の⦰ᑠなど住民生活へのᙳ㡪をもたらすことがᠱᛕされます。 

本計画の指ᶆとする将来人口は、時代⫼ᬒや「大月町人口ࣥࣙࢪࣅ」㸦平成 28年２月策

定㸧、「第２期大月町まち・ࡦと・しごと創生総合ᡓ␎」㸦令和２年３月策定㸧とのᩚ合を

ᅗって設定します。 

 

≕ ਦ೅↗ↈ↺ݩஹʴӝ 

本町の人口は、減少ᒁ㠃を迎えており、平成 27年の国勢調査⤖ᯝによると 5,095人と

なっています。また、国❧♫఍ಖ㞀・人口問題◊✲ᡤ㸦♫人◊㸧がⓎ⾲した推計では、本

町の令和 12年の人口は 3,291人になることがண されています。 

本計画では、まちづくりに関する施策を総合的にᒎ㛤することにより、自然ືែ・♫఍

ືែのᨵၿにດめ、目ᶆ年ᗘとなる令和 12年における将来人口を⣙ 4,000人と推計しま

す。 
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ᇹ≖ᇘ ؕஜ目೅ 
 

将来像「住みたい 住める 住んでよかった 未来へ繋ぐまちづくり」の実現に向けて、᪂

たなまちづくりの基本目ᶆを次のとおり設定します。 
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㸦㸰㸧ಖ೺࣭་⒪ 

㸦㸱㸧㧗㱋⪅⚟♴ 

㸦㸲㸧㞀ᐖ⪅⚟♴ 
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町の令和 12年の人口は 3,291人になることがண されています。 

本計画では、まちづくりに関する施策を総合的にᒎ㛤することにより、自然ືែ・♫఍

ືែのᨵၿにດめ、目ᶆ年ᗘとなる令和 12年における将来人口を⣙ 4,000人と推計しま

す。 
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ᇹ≖ᇘ ؕஜ目೅ 
 

将来像「住みたい 住める 住んでよかった 未来へ繋ぐまちづくり」の実現に向けて、᪂

たなまちづくりの基本目ᶆを次のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙ᑗ᮶ീࠚ ࠙ᇶᮏ┠ᶆࠚ ࠙᪋⟇ࠚ 
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ఫ
ࢇ
࡛
ࡼ
࠿
勂
 ࡓ

ᮍ
᮶
࡬
⧅
ࡄ
ࡲ
ࡕ
࡙
ࡃ
 ࡾ

ᇶᮏ┠ᶆ㸰 
 ࡕࡲࡢᩍ⫱࣭ᩥ໬ࡴ⫱ࢆᚰ࡞࠿㇏
࠙ᩍ⫱࣭ᩥ໬ศ㔝ࠚ 

㸦㸯㸧Ꮫᰯᩍ⫱ 

㸦㸰㸧♫఍ᩍ⫱ 

㸦㸱㸧ᩥ໬ⱁ⾡࣭ᩥ໬㈈ 

㸦㸲㸧ࢶ࣮࣏ࢫ 

ᇶᮏ┠ᶆ㸳 
ᛌ㐺࡛౽฼ࡕࡲ࡞ 
࠙⏕άᇶ┙ศ㔝ࠚ 

㸦㸯㸧㐨㊰࣭බඹ஺㏻ 

㸦㸰㸧ఫᏯࠊ⛣ఫ࣭ᐃఫ 

㸦㸱㸧᝟ሗ໬࣭ᢏ⾡㠉᪂ 

ᇶᮏ┠ᶆ㸴 
 ࡕࡲࡢ༠ാࡢ୺ᙺࡀ࡞ࢇࡳ
࠙༠ാ࣭⾜㈈ᨻศ㔝ࠚ 

㸦㸯㸧ᆅᇦ㛫஺ὶ࣭࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ 

㸦㸰㸧⮬἞య㐠Ⴀ 

ᇶᮏ┠ᶆ㸱 
άຊあࡿ⏘ᴗࡕࡲࡢ 
࠙⏘ᴗศ㔝ࠚ 

㸦㸯㸧㎰ᯘᴗ 

㸦㸰㸧Ỉ⏘ᴗ 

㸦㸱㸧ၟᕤᴗ 

㸦㸲㸧ほග࣭஺ὶ 

㸦㸳㸧㞠⏝ᑐ⟇ 

ᇶᮏ┠ᶆ㸲 
Ᏻ඲࣭Ᏻᚰ࡛ࡢࡂࡽࡍࡸあࡕࡲࡿ 
࠙⏕ά⎔ቃศ㔝ࠚ 

㸦㸯㸧⎔ቃ࣭ᬒほ࣭࣮ࢠࣝࢿ࢚ 

㸦㸰㸧ᗫᲠ≀ᑐ⟇ 

㸦㸱㸧⡆᫆Ỉ㐨࣭࣒ࢲ㸦ୖ࣭ୗỈ㐨㸧 

㸦㸲㸧ᾘ㜵࣭㜵⅏࣭ᩆᛴ 

㸦㸯㸧Ꮚ⫱࡚ᨭ᥼ 

㸦㸰㸧ಖ೺࣭་⒪ 

㸦㸱㸧㧗㱋⪅⚟♴ 

㸦㸲㸧㞀ᐖ⪅⚟♴ 

㸦㸳㸧ᆅᇦ⚟♴ 

ᇶᮏ┠ᶆ㸯 
೺ᗣ࡛Ᏻᚰ࡚ࡋᬽࡕࡲࡢ♴⚟ࡿࡏࡽ 
࠙ಖ೺࣭་⒪࣭⚟♴ศ㔝ࠚ 
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第
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前
期
基
本
計
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資
料
編 
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ؕஜ目೅≔ ͤ࣎ܤ↖ࡍↆ↕୥↸↊↺ᅦᅍ↝↭←         

少子化のᛴ速な進行にᑐᛂした子⫱て支援の඘実、住民一人ࡦと

りの೺ᗣのಖ持・ቑ進に向けた೺ᗣづくり・地域་⒪体ไの඘実に

ດめます。 

また、高齢者や㞀ᐖ者がいきいきとᬽらせる⚟♴・௓ㆤ環境の඘

実、支え合いの⢭⚄に基づく地域⚟♴体ไづくり、さらには、་⒪

ಖ㝤・年㔠➼の඘実にດめ、೺ᗣでᏳ心してᬽらせる⚟♴のまちづ

くりを進めます。 

 

 

 

ؕஜ目೅≕ ᝅⅺ↙࣎⇁Ꮛ↯૙Ꮛ∝૨҄↝↭←          

生きる力の⫱成を重どしたᗂඣ期・Ꮫᰯᩍ⫱の඘実、生ᾭ

にࢃたってᏛࡧ続け、自ᕫを高めていくことができる生ᾭᏛ

⩦体ไの඘実にດめます。 

また、住民୺体のⱁ⾡ᩥ化活ືのಁ進やࢶ࣮࣏ࢫ活ືの支

援にດめ、豊かな心を⫱むᩍ⫱・ᩥ化のまちづくりを進めま

す。 

 

 

 

ؕஜ目೅≖ ෇щⅱ↺ငಅ↝↭←                

地域産業の活性化やᢸいᡭの⫱成をはじめとするከ様な振興

施策を一体的に推進し、本町の基ᖿである１次産業の一ᒙの振

興にດめます。 

また、商工఍との連携による地域にᐦ╔した㨩力ある商業活

ືのಁ進、᪤Ꮡ௻業への支援や௻業ㄏ⮴➼による工業の振興、

地域資源➼を活かした観ග・஺流機能のᣑ඘にດめ、活力ある

産業のまちづくりを進めます。 
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ؕஜ目೅≗ ܤμ∝࣎ܤ↖↳ↈ↸ⅽ↝ⅱ↺↭←          

環境㈇Ⲵの少ない持続可能なまちづくりに向けた環境ಖ全活

ືを推進するとともに、ᚠ環ᆺ♫఍のᙧ成に向けたごみ・しᒀ➼

廃Რ≀ฎ理ᑐ策の඘実にດめます。 

また、೺ᗣでᛌ㐺なᬽらしにḞかせないୖỈ㐨・ୗỈ㐨のᩚഛ

にດめるとともに、消㜵・㜵⅏・ᩆᛴ体ไや㜵≢体ไ・஺㏻Ᏻ全

の一ᒙの඘実をᅗり、Ᏻ全・Ᏻ心でやすらࡂのあるまちづくりを

進めます。 

 

 

 

ؕஜ目೅≘ ࣛᢘ↖̝М↙↭←                 

計画的なᅵ地฼⏝の推進や㐨㊰・஺㏻⥙のᩚഛ、⛣住・定

住につながる住Ꮿ・ᕷ⾤地のᩚഛを進めるとともに、住民生

活の㉁的向ୖに向けた᝟ሗ化・ᢏ⾡㠉᪂の推進をᅗり、ᛌ㐺

で౽฼なまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

ؕஜ目೅≙ ↮⇂↙ⅻɼࢫ↝ң΁↝↭←             

᪂しい時代の住民と行政との協ാのまちづくり、地域୺

ᑟのまちづくりに向け、住民ཧ加のまちづくりの推進やࢥ

 。活ືの඘実をᅗります࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

また、人ᶒᑛ重♫఍・⏨ዪඹྠཧ画のᙧ成に向けた取り組み、

地方創生の時代にࡩさࢃしい自❧した自治体経Ⴀを推進し、

みんなが୺ᙺの協ാのまちづくりを進めます。 

 

序
論 

基
本
構
想
一
第
㖳
章 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 

基本目標 1    健康で安心して暮らせる福祉のまち
少子化の急速な進行に対応した子育て支援の充実、住民一人

ひとりの健康の保持・増進に向けた健康づくり・地域医療体制
の充実に努めます。
また、高齢者や障害者がいきいきと暮らせる福祉・介護環境

の充実、支え合いの精神に基づく地域福祉体制づくり、さらに
は、医療保険・年金等の充実に努め、健康で安心して暮らせる
福祉のまちづくりを進めます。

基本目標 2    豊かな心を育む教育・文化のまち
生きる力の育成を重視した幼児期・学校教育の充実、生涯に

わたって学び続け、自己を高めていくことができる生涯学習体
制の充実に努めます。
また、住民主体の芸術文化活動の促進やスポーツ活動の支援

に努め、豊かな心を育む教育・文化のまちづくりを進めます。

基本目標 3    活力ある産業のまち
地域産業の活性化や担い手の育成をはじめとする多様な振興

施策を一体的に推進し、本町の基幹である1次産業の一層の振
興に努めます。
また、商工会との連携による地域に密着した魅力ある商業活

動の促進、既存企業への支援や企業誘致等による工業の振興、
地域資源等を活かした観光・交流機能の拡充に努め、活力ある
産業のまちづくりを進めます。
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ؕஜ目೅≗ ܤμ∝࣎ܤ↖↳ↈ↸ⅽ↝ⅱ↺↭←          

環境㈇Ⲵの少ない持続可能なまちづくりに向けた環境ಖ全活

ືを推進するとともに、ᚠ環ᆺ♫఍のᙧ成に向けたごみ・しᒀ➼

廃Რ≀ฎ理ᑐ策の඘実にດめます。 

また、೺ᗣでᛌ㐺なᬽらしにḞかせないୖỈ㐨・ୗỈ㐨のᩚഛ

にດめるとともに、消㜵・㜵⅏・ᩆᛴ体ไや㜵≢体ไ・஺㏻Ᏻ全

の一ᒙの඘実をᅗり、Ᏻ全・Ᏻ心でやすらࡂのあるまちづくりを

進めます。 

 

 

 

ؕஜ目೅≘ ࣛᢘ↖̝М↙↭←                 

計画的なᅵ地฼⏝の推進や㐨㊰・஺㏻⥙のᩚഛ、⛣住・定

住につながる住Ꮿ・ᕷ⾤地のᩚഛを進めるとともに、住民生

活の㉁的向ୖに向けた᝟ሗ化・ᢏ⾡㠉᪂の推進をᅗり、ᛌ㐺

で౽฼なまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

ؕஜ目೅≙ ↮⇂↙ⅻɼࢫ↝ң΁↝↭←             

᪂しい時代の住民と行政との協ാのまちづくり、地域୺

ᑟのまちづくりに向け、住民ཧ加のまちづくりの推進やࢥ

 。活ືの඘実をᅗります࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

また、人ᶒᑛ重♫఍・⏨ዪඹྠཧ画のᙧ成に向けた取り組み、

地方創生の時代にࡩさࢃしい自❧した自治体経Ⴀを推進し、

みんなが୺ᙺの協ാのまちづくりを進めます。 

 

序
論 

基
本
構
想
一
第
㖳
章 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 
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ؕஜ目೅≔ ͤ࣎ܤ↖ࡍↆ↕୥↸↊↺ᅦᅍ↝↭←         

少子化のᛴ速な進行にᑐᛂした子⫱て支援の඘実、住民一人ࡦと

りの೺ᗣのಖ持・ቑ進に向けた೺ᗣづくり・地域་⒪体ไの඘実に

ດめます。 

また、高齢者や㞀ᐖ者がいきいきとᬽらせる⚟♴・௓ㆤ環境の඘

実、支え合いの⢭⚄に基づく地域⚟♴体ไづくり、さらには、་⒪

ಖ㝤・年㔠➼の඘実にດめ、೺ᗣでᏳ心してᬽらせる⚟♴のまちづ

くりを進めます。 

 

 

 

ؕஜ目೅≕ ᝅⅺ↙࣎⇁Ꮛ↯૙Ꮛ∝૨҄↝↭←          

生きる力の⫱成を重どしたᗂඣ期・Ꮫᰯᩍ⫱の඘実、生ᾭ

にࢃたってᏛࡧ続け、自ᕫを高めていくことができる生ᾭᏛ

⩦体ไの඘実にດめます。 

また、住民୺体のⱁ⾡ᩥ化活ືのಁ進やࢶ࣮࣏ࢫ活ືの支

援にດめ、豊かな心を⫱むᩍ⫱・ᩥ化のまちづくりを進めま

す。 

 

 

 

ؕஜ目೅≖ ෇щⅱ↺ငಅ↝↭←                

地域産業の活性化やᢸいᡭの⫱成をはじめとするከ様な振興

施策を一体的に推進し、本町の基ᖿである１次産業の一ᒙの振

興にດめます。 

また、商工఍との連携による地域にᐦ╔した㨩力ある商業活

ືのಁ進、᪤Ꮡ௻業への支援や௻業ㄏ⮴➼による工業の振興、

地域資源➼を活かした観ග・஺流機能のᣑ඘にດめ、活力ある

産業のまちづくりを進めます。 
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ؕஜ目೅≗ ܤμ∝࣎ܤ↖↳ↈ↸ⅽ↝ⅱ↺↭←          

環境㈇Ⲵの少ない持続可能なまちづくりに向けた環境ಖ全活

ືを推進するとともに、ᚠ環ᆺ♫఍のᙧ成に向けたごみ・しᒀ➼

廃Რ≀ฎ理ᑐ策の඘実にດめます。 

また、೺ᗣでᛌ㐺なᬽらしにḞかせないୖỈ㐨・ୗỈ㐨のᩚഛ

にດめるとともに、消㜵・㜵⅏・ᩆᛴ体ไや㜵≢体ไ・஺㏻Ᏻ全

の一ᒙの඘実をᅗり、Ᏻ全・Ᏻ心でやすらࡂのあるまちづくりを

進めます。 

 

 

 

ؕஜ目೅≘ ࣛᢘ↖̝М↙↭←                 

計画的なᅵ地฼⏝の推進や㐨㊰・஺㏻⥙のᩚഛ、⛣住・定

住につながる住Ꮿ・ᕷ⾤地のᩚഛを進めるとともに、住民生

活の㉁的向ୖに向けた᝟ሗ化・ᢏ⾡㠉᪂の推進をᅗり、ᛌ㐺

で౽฼なまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

ؕஜ目೅≙ ↮⇂↙ⅻɼࢫ↝ң΁↝↭←             

᪂しい時代の住民と行政との協ാのまちづくり、地域୺

ᑟのまちづくりに向け、住民ཧ加のまちづくりの推進やࢥ

 。活ືの඘実をᅗります࢕ࢸࢽ࣑ࣗ

また、人ᶒᑛ重♫఍・⏨ዪඹྠཧ画のᙧ成に向けた取り組み、

地方創生の時代にࡩさࢃしい自❧した自治体経Ⴀを推進し、

みんなが୺ᙺの協ാのまちづくりを進めます。 

 

序
論 

基
本
構
想
一
第
㖳
章 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 

基本目標 4    安全・安心でやすらぎのあるまち
環境負荷の少ない持続可能なまちづくりに向けた環境保全活
動を推進するとともに、循環型社会の形成に向けたごみ・し尿
等廃棄物処理対策の充実に努めます。
また、健康で快適な暮らしに欠かせない上水道・下水道の整
備に努めるとともに、消防・防災・救急体制や防犯体制・交通
安全の一層の充実を図り、安全・安心でやすらぎのあるまちづ
くりを進めます。

基本目標 5    快適で便利なまち
計画的な土地利用の推進や道路・交通網の整備、移住・定住
につながる住宅・市街地の整備を進めるとともに、住民生活の
質的向上に向けた情報化・技術革新の推進を図り、快適で便利
なまちづくりを進めます。

基本目標 6    みんなが主役の協働のまち
新しい時代の住民と行政との協働のまちづくり、地域主導の
まちづくりに向け、住民参加のまちづくりの推進やコミュニティ
活動の充実を図ります。
また、人権尊重社会・男女共同参画の形成に向けた取り組み、
地方創生の時代にふさわしい自立した自治体経営を推進し、み
んなが主役の協働のまちづくりを進めます。



 


